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 　困ったときは、福井県消費生活センターまたは役場総務課にご連絡ください。
■問合せ　福井県消費生活センター　℡ 0776－22－1102　　　総務課　☎ 0778－47－8000
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事例   年金課職員をかたり、「年金の払い戻しがある」、「年金が振込まれている金融機関名を教えて」、「あとで電
話するので通帳やキャッシュカードを用意しておいて」といった電話や、「介護保険料の還付がある」と言っ
てATMへ誘導しようとするなど、高齢女性を狙った予兆電話が県内で発生するという事例がありました。

 ★不審な電話がかかってきた場合は、すぐに切るか警察に相談してください。

事例   眼鏡店で受けた聴力測定結果から「早めに補聴器をつけないと認知症になりやすい」と言われ、約40万円で
その場で購入した。しかし後日、専門医に測定してもらうと、補聴器は必要ないと言われた。（60歳代 女性）

 ★ 補聴器を購入する前には、自分の「聞こえ」の状態や補聴器が必要か等について、まずは専門医の診断
を受けましょう。

 ★ 「聞こえ」が十分でない高齢者は、販売員とのコミュニケーションが難しい場合があります。
 　購入時には、家族など周りの人にサポートを求めましょう。

私たちの生活にひそむ身近な消費者トラブルや
製品情報について、定期的に情報発信していきます。
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認知症とは？　「認知症」と聞くと、どんなイメージがありますか？「年だから仕方ない」というイメージが多いか
もしれません。しかし、認知症は何らかの病気によって脳の神経細胞がうまく働けなくなり壊れるために日常生
活で支障をきたす状態をいい、「年をとるとなる」ものではありません。また「認知症」は総称であり、いくつかの
種類があります。代表的なものに「アルツハイマー型認知症」があり、認知症患者の約50パーセントを占めます。
早期発見のめやすは？　認知症は早く気づいて対応することが重要です。下記の表でいくつかあてはまること
があれば、かかりつけ医や地域包括支援センターまでお気軽にご相談ください。早く気づいて対応することで、
病気の進行を遅らせたり、治療により症状を和らげたりすることができます。

認知症について知ろう！　パート１

地域包括支援センターです
■問合せ　地域包括支援センター（保健福祉課内） ☎ 0778－47－8009
　　　　　社会福祉協議会地域包括支援センター（今庄福祉センター 2階） ☎ 0778－45－1170
　　　　　　　 　　 〃　 　 　  　　河野支所（河野保健福祉センター１階） ☎ 0778－48－2260

こんにちは

（出典／公益社団法人認知症の人と家族の会作成）


